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背景

電力部門ならびに産業部門において再生可能エネルギーの導入や水素等への燃料転換が進むと考えられるが
化石燃料の需要は一定量残存すると予想される。
またセメント、製鉄、化学等の産業部門においては原料由来のCO2排出が一部避けられない。 

CO2分離回収技術の必要性が高まっているが、下記課題解決のために革新的な技術開発が必要となっている。
①分離回収のために多くのエネルギー投入が必要
②設備コスト・回収素材コスト等が高い
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開発目的
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排ガス

排ガスの冷却に設備とエネルギーが必要

CO2排出源

CO2排出源

エア・ウォーター製    
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熱をCO2分離エネルギーとして活用
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2,000円台/ton-CO2を実現する新規CO2分離回収装置を開発
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研究開発体制・役割
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開発項目・開発目標

実施項目 開発目標

Na-Fe系酸化物の
CO2回収性能向上、製造方法確立

CO2回収量(回収材対比）10wt%以上
回収温度：90℃以下
回収エネルギー：1.0GJ/ton-CO2以下

Na-Fe系酸化物を用いた
排熱利用型CO2分離回収プロセス開発

電力原単位0.1kWh/kg-CO2以下
ラボ試験での回収CO2純度98%以上

実ガスを用いたCO2回収システムの
全体実証

CO2回収量 0.5ton-CO2/day以上

システム適用検討、社会実装
商用機設計完了
ｼｽﾃﾑ評価によるCO2回収コスト
2,000円台/ton-CO2の達成

NaFeO2
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研究スケジュール

年度 2022 2023 2024 2025 2026 2027

①Na-Fe系酸化物の
CO2回収性能向上、製造方法確立

②Na-Fe系酸化物を用いた
排熱利用型CO2分離回収プロセス開発

③実ガス実証
0.3ton-CO2/day(大阪・関西万博)

0.5ton-CO2/day(山口)

④システム適用検討

事業展開
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開発成果 –低温再生機構の解明-
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開発成果 –CO2分離回収特性向上-

CO2回収能を低下させることなく、高い耐久性（耐水性、圧壊強度）を有した成形体を開発した。

項目 単位 2022年度 2023年度 2024年度

CO2回収量 wt% 4.3 7.0 10.4

CO2回収温度 ℃ 110 109 93

CO2回収エネルギー GJ/ton-CO2 － 2.7 1.9

繰り返し耐久性 回 100以下 100以下 1,000以上

◆ 回収材の改良により、CO2回収量を大きく増加させることができた。

◆ 回収温度を下げることで、吸収-脱離の⊿Tが小さくなり、システム効率向上に繋げることができる。

◆ 回収エネルギーの更なる低減のための技術開発継続中。

1,000回の回収性能を確認
(1サイクル：吸収⇒脱離⇒冷却）
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開発成果 –ラボ試験機による性能評価-

◆ ラボ試験機を用いてCO2濃度10mol%の模擬ガスを原料としたCO2濃縮試験を実施。
回収CO2の純度が99%に到達することを確認した。
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2025年大阪・関西万博での技術実証

• 2025年日本国際博覧会(大阪・関西万博）において、CO2回収実証を実施する。
• 早期に実ガス実証を行い、設計課題の抽出や排熱利用の検証を行う。

CO2液化/ドライアイス
製造部

冷却塔

回収CO2用
ガスバック

吸収塔

LPG(ボイラ燃料)

見学棟

CO2回収装置イメージ図
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今後の展開

◆ Na-Fe系酸化物のCO2回収速度向上、回収エネルギー低減

◆ Na-Fe系酸化物成形体の量産実証プラント建設と実証

◆ CO2回収実証試験（大阪・関西万博及び戸田工業内）における性能実証

◆ 排熱利用型CO2分離回収装置の標準モデル機設計

課題と今後の取り組み

実用化・事業化の見通し

◆ 2027年度に、CO2回収装置の商用初号機(CO2回収量：10ton-CO2/day)の製作・販売を目指す

◆ 2026年度末までに、200ton/年のNa-Fe系酸化物の生産体制を構築する


	スライド 1: NEDO脱炭素技術分野成果報告会2025 プログラムNo.11  Na-Fe系酸化物による 革新的CO2分離回収技術の開発 グリーンイノベーション基金事業／ＣＯ２の分離回収等技術開発 低圧・低濃度ＣＯ２分離回収の低コスト化技術開発・実証 工場排ガス等からの中小規模ＣＯ２分離回収技術開発・実証
	スライド 2: 背景
	スライド 3: 開発目的
	スライド 4: 研究開発体制・役割
	スライド 5: 開発項目・開発目標
	スライド 6: 研究スケジュール
	スライド 7: 開発成果 –低温再生機構の解明-
	スライド 8: 開発成果 –CO2分離回収特性向上-
	スライド 9: 開発成果 –ラボ試験機による性能評価-
	スライド 10: 2025年大阪・関西万博での技術実証
	スライド 11: 今後の展開

